
 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型） 

県立小田原支援学校  

令和７年度 学校評価報告書（ 目標設定 ・ 実施結果 ） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月４日実施） 

(令和６年度策定) 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月２４日実施）  成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

・児童・生徒

の自立と社会

参加を目指し

て、各教育部

門、小学部・

中学部・高等

部を通した一

貫した教育を

行ない、系統

性のある教育

課程の編成や

組織的な授業

改善に取り組

む。 

⓵学習指導要領を

踏まえた、適切な

教育課程の編成

や、授業改善に取

り組み、系統性の

ある学習内容を構

築する。 

 

 

 

⓶１人１台端末や

電子黒板等を利活

用した授業づくり

や個別の教育的ニ

ーズに応じた学習

指導の充実を図

る。 

⓵適切な教育課程の

編成を目指し、令和

９年度実施に向けた

教育課程の変更の可

能性について検討す

る。部門ごとの年間

指導計画の書式を整

え、小中高の系統性

を見える化する。 

 

⓶ＩＣＴ機器の利活

用場面を年間指導計

画や個別教育計画に

明確に設定する。端

末や大型電子黒板等

を利活用した授業づ

くりの事例紹介や研

修会を行う。 

⓵令和９年度実施に向

けた教育課程の変更に

ついて概案を提案でき

たか。 

教科やねらいが明確に

なる書式を部門ごとに

作成し、小中高の系統

性を見える化できた

か。 

 

⓶児童・生徒の実態に

適したＩＣＴ機器を利

活用した授業を行えた

か。事例紹介や研修会

を実施し、成果をまと

められたか。 

⓵令和 9年度実施に向け

た教育課程編成検討会

を設置し、登下校の時

間変更について決定す

ることができた。 

校外行事及び校外学

習のねらいや目的を改

めて確認し、行事の精

選、内容・系統性につ

いての改善点を明確に

することができた。 

⓶大型電子黒板が配備

され、機器の利活用に

ついて研修実施。研究

のまとめとして、報告

会で現状の取り組みを

共有できた。 

⓵令和 9 年度教育課程

変更に向けて、保護

者・関係機関及び職員

の十分な周知を図る必

要がある。年間指導計

画書式統一は未完であ

る。系統性については

校外行事の内容・目的

の整理・精選を通して

行っていく。 

⓶教員の ICT 利活用の

意識に差がある。研究

日を活かした電子黒板

×一人一台端末の活用

事例について段階的研

修を行い、業務や授業

に生かせるスキルの底

上げを図る。 

≪保護者アンケート≫ 

◆小中高のつながりのある取

り組み〇75％△13％ 

(意見)校外学習と遠足の違い

を明確に 

◆ICT 機器を活用した授業作

り〇58％△24％ 

≪学校運営協議会≫ 

◆ICT 機器利活用による児童

生徒の学びの個別最適化や成

長への期待 

◆下校時間の変更、ICT 機器

利活用において、教育的効果

の向上と業務効率化の両面の

目標を、中長期的なビジョン

を保護者に示し共有を図り、

理解促進につなげると良い。 

〇学部によっては授業

の振り返りサイクルが

定着してきた。 

〇電子黒板での提示、

音声や視覚支援の活用

により児童生徒の意思

表現、主体的参加の増

加。 

〇ICT 機器利活用に関す

る研修の実施。事例集

の作成。活用のきっか

け作りを行えた。 

△教員の ICT スキルの

差。紹介した事例を広

く実践してもらうまで

に至らなかった。 

・教育課程変更内容

の周知時期、方法の

明確にし、令和９年

度実施のための調整

を行う。 

・繰り返し丁寧なICT

機器活用事例紹介

と、電子黒板と連動

した一人一台端末活

用のための研修を行

い、紹介事例を体験

する場を設定する。 

・教育的効果の向上

と業務効率化の両面

の中長期的な目標・

方向性を保護者に示

す。 

２ 
児童・生徒

指導・支援 

・児童・生徒

一人ひとりの

実態や支援ニ

ーズ、生活年

齢を十分に踏

まえた上で、

アセスメント

を充実させ、

指導・支援を

組織的、計画

的に取り組

む。 

⓵児童・生徒の実

態や本人の思い・

願いを踏まえ、教

育的ニーズに応じ

た指導・支援に取

り組む。 

 

 

 

⓶指導・支援を組

織的に行うための

体制を構築し、課

題の解決に向けた

取り組みを充実さ

せる。 

⓵適切なアセスメン

トを活用し個別教育

計画を作成する。 

本人・保護者と共働

して個別教育計画を

作成し、児童・生徒

の主体性を引き出す

有効的な指導支援に

取り組む。 

⓶教員が留意してい

る点を意見交換し

「適切で丁寧なかか

わりのスタンダー

ド」を作成する。 

⓵専門職や相談担当教

員、関係諸機関等と連

携してアセスメントを

行い、個別教育計画を

作成できたか。 

本人・保護者とともに

考えることで、主体性

を引き出せたか。 

 

⓶意見交換の場を設定

し、「適切で丁寧なか

かわりのスタンダー

ド」を作成したか。 

⓵高 A 及び湯河原高 A1

年生での学校アセスメ

ントの実施。ブロック

内活用、自立活動医事

相談における専門職か

らの助言を授業改善に

反映。校内支援研修会

や初任研でアセスメン

ト研修を行った。 

⓶各学部から職員会議

で意見を発表し、「適

切で丁寧なかかわりの

スタンダード」概案を

作成できた。 

⓵校内アセスメント手

順の標準化や担任が行

えるフォーマルアセス

メント活用の充実や、

知的部門における摂食

指導の長期的計画の見

通し、教員のスキル向

上が課題である。医療

的ケアについて保護者

の受け取りを意識した

説明を工夫する。 

⓶学部会等で繰り返し

スタンダードについて

確認する。地域保護者

の意見を取り入れる。 

≪保護者アンケート≫ 

◆多職種連携、教育的ニーズ

に応じた支援〇71％△11％ 

(意見)計画立案についての専

門性不足を感じる。 

◆個別教育計画〇88％ 

◆児童・生徒、保護者へコミ

ュニケーションを大切にした

態度〇88%(とても思う 50％) 

≪学校運営協議会≫ 

◆教育的ニーズに対応するた

め、アセスメントの実施時期

と内容を明確化すると良い。 

◆児童生徒の暮らしを知る視

点、困りの見える化を大切に

する視点を追記してほしい。 

〇安心・安全の向上に

より、集団参加と意思

表明が安定。 

〇専門職と連携したア

セスメントの実施がで

きた。また、研修後に

アセスメントに取り組

むクラスもあった。 

△知的部門における摂

食指導の計画や担任が

行えるフォーマルアセ

スメント活用の充実 

〇他者の異なる視点も

含め適切なかかわりを

改めて意識するきっか

けになった。 

・児童生徒に適したア

セスメントを行い、根

拠のある個別教育計画

を作成する。 

・A 部門向け摂食研修

会の実施と個別教育計

画への反映。 

・アセスメント結果を

個別教育計画や授業に

反映させるための手順

の共有。 

・地域、保護者の意見

を取り入れ「スタンダ

ード」の充実を図る。 

３ 
進路指導・

支援 

・将来の一人

ひとりの生活

の充実をめざ

し、自己選

択、自己決定

する力を高め

るとともに、

卒業後の進路

を視野に入

れ、障がいの

特性や発達段

階に応じた進

路指導・支援

を行う。 

⓵小学部・中学

部・高等部を通し

た一貫したキャリ

ア教育全体計画を

立て、将来を見据

えた育てたい力の

育成を図る。 

 

 

⓶保護者への進路

情報や福祉制度に

関する各種情報を

周知し、そのニー

ズに応えるととも

に理解啓発を図

る。 

⓵将来像をイメージ

した一貫性のある取

り組みを行うため、

キャリア教育一覧表

を各学部学年の年間

指導計画に反映させ

る。また、キャリア

発達の視点での児

童・生徒の育てたい

力を伸ばす授業づく

りを行う。 

⓶進路情報及び福祉

制度に関する各種情

報をわかりやすく工

夫して周知し、説明

会等を実施する。 

⓵キャリア教育一覧表

を反映させた各学部学

年の年間指導計画の有

効性について検証でき

たか。 

キャリア教育に係る児

童・生徒の育てたい力

を育成することができ

たか。 

 

⓶進路説明会や福祉制

度説明会、事業所見学

等を個々のニーズに合

わせて工夫して行うこ

とができたか。 

⓵「B 部門で育てたいキ

ャリア発達のための

力」を 3段階の表へ整理

することができた。ま

た、自己選択の意思形

成を促進するため、性

教育・シチズンシッ

プ・模擬投票等の学習

を行った。 

 

⓶進路説明会や福祉制

度説明会、障害基礎年

金説明会、事業所見学

等を関係機関と連携し

実施できた。 

⓵日頃からキャリア発

達を意識した働きかけ

が重要である。どの学

部でもキャリア教育一

覧表を年間計画へ反映

できるとよい。 

・就労基礎形成前に早

期就労を希望するケー

スでのキャリア視点の

すり合わせ。 

⓶2 回目の福祉制度説

明会、障害基礎年金説

明会、事業所見学の参

加者について小中学部

保護者からも希望があ

る。 

≪保護者アンケート≫ 

◆進路情報の提供 

〇72％△14％ 

(意見)小中学部保護者にも進

路について知る機会が欲しい 

≪学校運営協議会≫ 

◆進路ハンドブックを高等部

以外にも配付することで、小

中高の一貫した保護者の見通

しにつながるのではないか。

（家庭と学校との連携強化） 

◆学校全体での共通理解と体

系化が必要。 

◆肢体不自由教育部門在籍生

徒の進路に関する関係者会議

を開催できると良いと感じる 

〇B 部門において「子ど

ものできた」の事例集

めからキャリア発達及

び卒業に向けて取り組

む内容を具体的に考え

ることができた。 

△各学部におけるキャ

リア教育の視点を取り

入れた授業作り 

〇ニーズに応じた進路

説明会、福祉制度説明

会等の実施ができた。 

△小中学部段階から見

通しを持てるような、

機会提供の不足 

・B 部門におけるキ

ャリア発達 3 段階表

のポイントをねらい

とした教科学習・自

立活動の実践の共

有。 

・小中高の発達段階

に応じた自己選択・

意思形成促進をねら

いとした授業の展開 

・進路専任と連携し

た学習、指導・支援

の継続。 

・中学部段階からの

積極的な進路につい

ての対話の推進。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月４日実施） 

(令和６年度策定) 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月２４日実施）  成果と課題 改善方策等 

４ 
地域等と 

の協働 

・他者理解と

多様性を認め

合う共生社会

の実現に向

け、障がいの

ある児童・生

徒の理解啓発

を図るため、

地域への発信

や、地域と連

携した教育活

動を充実させ

る。 

⓵地域における支

援教育の充実や特

別支援学校におけ

るセンター的機能

を発揮できるよう

に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⓶他者理解と多様

性を認め合う共生

社会の実現に向

け、地域と連携し

た教育活動を充実

させる。 

⓵地域の関係諸機関

のニーズに応じてセ

ンター的機能を学校

全体で発揮し、巡回

相談などの効果的な

支援に取り組む。イ

ンクルーシブ教育の

実現に向けた情報発

信や、児童・生徒の

交流及び共同学習、

人的交流３年目の研

究などともに学ぶ場

づくりに、継続的・

発展的に取り組む。 

 

 

 

⓶作業学習等を通じ

て地域企業と連携を

図る。継続的に地域

へ貢献する活動に取

り組み、児童生徒の

自己肯定感の育成に

つなげる。 

⓵地域の関係機関のニ

ーズに応じて、学校全

体で巡回相談等を実施

することができたか。 

研修会や支援連携部だ

より、人的交流だより

等を通した地域への情

報発信ができたか。 

子どもの強みや伸ばし

たい力を互いに共有し

て目標設定することに

より、校内外の交流及

び共同学習等の実施を

発展できたか。 

 

 

 

⓶地域の資源の活用や

地域企業と連携を図

り、継続的に地域への

貢献を果たすことがで

きたか。 

⓵人的交流の取り組み

事業所連携を継続し

た。巡回相談では係や

校内職員も同行し実施

できた。部活動や、校

舎ごとに、地域の学校

間交流を実施。（共同

ボランティア活動、地

域中学校支援級と共同

作品制作、高校生徒の

作業学習への参加）ま

た継続的な居住地交流

の実施、10 名の新規ボ

ランティア登録による

協力充実、居住地にお

ける作品展への参加な

ど取組を広げた。 

⓶作業等での近隣介護

施設・公園の清掃やジ

ャンボタニシ駆除の取

り組みによる地域貢

献。ゲストティチャー

を活用した、社会に目

を向ける機会の設定。 

⓵交流先の変動や部活

動の参加の有無によ

り、機会・参加者に偏

りが生じている。また

学校間交流の相手校と

ニーズの違いがある場

合もあった。 

地域の学校と展示会に

おいての個人情報の考

え方に違いがあること

が分かった。我が子の

作品がどれか分かる表

示の在り方とのバラン

スを検討したい。 

 

 

 

⓶地域資源の発掘を継

続するとともに、地域

を第二の学びの場とし

て小中高それぞれの発

達段階に応じた地域貢

献の活動に取り組む。

お互いが WIN-WIN とな

る学びの構築。 

≪保護者アンケート≫ 

◆地域交流〇61％△19％ 

◆地域と協働した学習 

〇55％△27％ 

(意見) 

・地域の方々の障害特性に関

する理解を深めるような研修

等の機会を自治体と協力して

設定してほしい。 

・校内保護者向けの発信を増

やしてほしい。 

 

≪学校運営協議会≫ 

◆居住地での展示機会の広が

りに評価。小田原市以外でも

目にする機会が増えた。 

◆人的交流で積み重ねた実践

や成果物を引続き発信し、小

田原支援を価値付けるものと

して、在り方を検討してほし

い。 

 

〇インクルーシブ出前

授業の実践。インクル

ーシブ教育をテーマと

した公開研修会・地域

自立協議会子ども部会

と共同での公開研修会

の実施。「支援教育ス

タンダード」の配付 

〇地域の学校との交流

を計画的に行い、生徒

が主体的に関わり、相

互理解を深めることが

できた。 

△地域の学校の生徒と

本校の生徒の互いのニ

ーズに応じた学びの展

開への工夫  

△打合せ不足により児

童生徒の興味関心・強

みを活かしきれない居

住地交流もあった。 

〇役立ち感・自己肯定

感の醸成、学内外での

あいさつ・関わりが活

発化。 

・ホームページに掲

載した「支援教育ス

タンダード」教材教

具、居住地交流指導

案集等のセンター的

機能としての活用の

在り方の検討 

・全員参加型交流の

段階設計を年度計画

に明記。 

・学校間交流につい

ての反省を年度初め

に共有し、互いのニ

ーズをすり合わせる 

・居住地交流に向け

ての十分な打合せ 

・余暇時間のボラン

ティア活用の工夫 

・三の丸ホールでの

学校作品展の実施。

展示作品の氏名表示

や、出品する作品選

出の在り方の検討 

・小中高それぞれの

地域貢献活動の実施 

５ 
学校管理 

学校運営 

・児童・生徒

の安全と健康

を守り、防災

教育に取り組

み、良好な教

育環境の整備

を推進する。 

 

・不祥事防止

に努め、教職

員一人ひとり

が当事者意識

を持ち、良質

の同僚性を構

築し、教職員

の人格的資質 

・専門性の向

上を図るとと

もに教職員の

働き方改革を

推進する。 

⓵災害時等に備え

た緊急時の組織的

な危機管理体制の

確立と防災教育の

充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⓶不祥事ゼロをめ

ざし不祥事防止に

向けた会議・研修

会の実施及び啓発

活動を継続して行

う。また、働き方

改革を推進し、質

の高い教育の充実

を果たす上でも教

職員が一定程度ゆ

とりをもって授業

に臨めるようして

いく。 

⓵地域の方を招いて

災害時等を想定した

訓練を実施するとと

もに、職員研修を積

み重ね、緊急時に備

えた環境を整えてい

く。また、危機管理

マニュアル等の情報

共有を図る。 

 

 

 

 

⓶教職員一人ひとり

が当事者意識を持

ち、良質の同僚性が

構築できるようにコ

ミュニケーションを

図り、指摘し合える

関係性を築く。ま

た、働き方改革につ

いては、業務の見直

しを行い効率化や簡

素化を図る。また、

お互いの理想の働き

方を話し合い、ウェ

ルビーイングな働き

方への意識の向上を

図る。 

⓵想定訓練時において

児童・生徒の安全を確

保できる体制を作れた

か。職員間並びに地域

と防災訓練について共

有を図ることができた

か。また、防災教育を

継続的に取り組むこと

ができたか。 

 

 

 

 

⓶不祥事ゼロが達成で

きたか。不祥事防止に

係る啓発資料等の作

成、会議や研修会の実

施状況から検証する。

自分の働き方について

考えることで、教職員

の主体的な学校づくり

への意識変化はあった

か。会議の効率化や文

書作成の簡素化を図

り、業務の見直しや、

マチコミメールや生成

AI を活用したスリム化

が図れたか。 

⓵児童・生徒の状況に

合わせた避難方法や避

難体制を検討し、継続

的に防災教育に取り組

んだ。火災想定・校外

対応・チャット連絡を

含む訓練を実施し課題

の整理を行った。 

また、緊急対応、捜索

対応マニュアルの見直

しを図り、捜索訓練を

実施できた。 

学校運営協議会防災部

会との連携により、発

災時のスクールバス一

時避難に関する協議を

行えた。 

⓶毎月の不祥事防止チ

ェックにて意識を高め

ることができた。（不

祥事ゼロ自己評価 76%） 

Teams を活用した会議短

縮。ガントチャートを

活用した業務の見える

化と整理。 

「私の理想の働き方」

ワークショップで業務

改善のためのアイディ

アを出し実行した。 

⓵B 部門においては、

避難し終えるまでに 15

分ほどの時間を要して

おり、体制・動線の見

直し等工夫が必要であ

る。肢体不自由教育部

門の教室配置の見直し

（安全な避難のため１

階へ教室を移動）また

改めて校内の安全の見

直しが必要である。

（TV の置き場所整理、

窓に転落防止ストッパ

ー設置） 

⓶全体会議の最適化が

未完。会議手段（対面

／オンライン／書面）

の使い分け基準を策定

できるとよい。 

必要な時に気兼ねなく

利用できる職員休憩室

の整備や、業務改善ア

イディアの達成状況の

整理と今後の展望の共

有も必要である。 

≪保護者アンケート≫ 

◆防災教育〇80％ 

◆感染症アレルギー未然防止 

〇82％ 

◆適切な会計処理、個人情報

収集〇87％ 

(意見)連絡帳や配付物などに

ついてデジタル化を進めて欲

しい。 

 

 

 

≪学校運営協議会≫ 

◆校舎ごとの特性に応じた再

点検と体制整備が必要。 

◆小田原校舎においては B 部

門を 1 階へ完全移動できない

か検討してみてはどうか。 

◆学校の多様な取り組みを、

地域・関係機関にもっと発信

したほうが良い。地域・家庭

との相互理解・連携が深まり

やすくなると感じる。 

◆取り組みの取捨選択、重点

化を図り、業務の質と負担の

バランスを取れるよう工夫を 

 

 

〇地域の事業所で実施し

ている、災害時想定の電

話訓練への参加の検討。

また地域事業所との一時

避難に関するパートナー

シップの締結 

〇緊急対応、捜索対応マ

ニュアルの見直しを図

り、捜索訓練を実施 

〇非常食の試食を通した

防災教育の実施 

〇医療的ケア安全研修の

体系化を行うことができ

た。 

〇会議時間の短縮、文書

作成・決裁の効率化。ガ

ントチャートを活用した

業務の見える化と整理。 

△校内安全の見直し 

（TV の置き場所整理、窓

に転落防止ストッパー設

置） 

・多くの施設とのパ

ートナーシップの広

がりの模索。災害時

また災害時以外での

つながりの模索 

・大井高校敷地、校

舎を小田原支援学校

で管理。分教室独自

の避難訓練、不審者

対応訓練の計画と実

施 

・避難時の体制、避

難ルートの見直し 

・TV の置き場所の整

理、窓への転落防止

ストッパー設置を行

い、校内の安全な環

境整備を進める。 

・見やすく活用しや

すい校務フォルダの

整理 

・「スクールエンジ

ン、すぐーる」の活

用による業務の効率

化推進 

・3 つの校舎におけ

る職員休憩室の整備 

・業務アシスタント

等の更なる活用。  


